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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、マウスレジスチン様遺伝子群によって定義されるファミリーに属する。このファミリーの特徴は、同一間隔の10個のシステイン残基からなるC末端配列である。このタンパク質のマウスホモログは脂肪細胞から分泌され、肥満と2型糖尿病を関連付ける可能性のあるホルモンである可能性がある。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2010年7月],機能：脂肪細胞へのグルコース取り込みを促進するインスリンの能力を抑制すると考えられるホルモン。肥満と糖尿病を関連付ける可能性がある。,類似性：レジスチン/FIZZファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合。,組織特異性：脂肪組織でのみ発現する。,
	研究分野
	シグナル伝達; 代謝; エネルギー代謝; 心血管; アテローム性動脈硬化; 糖尿病関連; 経路とプロセス; 代謝シグナル伝達経路; エネルギー伝達経路; 糖尿病; 心臓病; 代謝障害
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

